
 

「高病原性鳥インフルエンザ」 最大限の警戒が必要です！ 
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①野生動物対策 

 網目２ｃｍ以下の防鳥ネットやビニールシートで野鳥やﾈｽﾞﾐ等の侵入を防止 

②飲水対策 

 水道水以外を給与する場合は塩素等で消毒 

③消毒の徹底 

 鶏舎入退時の長靴交換や手指消毒、鶏舎周囲には消石灰を散布 
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○死亡羽数が増える等の異状が見られたら、すぐに下記まで連絡して下さい。 

➢ 宮崎県と香川県の養鶏場で高病原性鳥ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞの疑似患畜を確認(国内 12～14例目) 

～どこで発生してもおかしくない状況が続いています～ 

高病原性鳥インフルエンザウイルス検出状況（Ｒ２年シーズン）

   香川県 
 
 
【三豊市（11/5～21】 
・採卵鶏（５戸、111.8 万羽） 
・肉用種鶏（２戸、2.１万羽） 
【東かがわ市（11/8）】 
・採卵鶏（１戸、4.6 万羽） 

 
 
 
【三豊市】 
・採卵鶏 22.8 万羽（１２／２） 
 （疫学関連１戸（12.5万羽） 
・採卵鶏２万羽（１２／２） 

 

宮崎県日向市・肉用鶏 ４万羽（１２／１） 

                 都農町・肉用鶏 ３万羽（１２／２） 

兵庫県淡路市 

・採卵鶏 14.6 万羽 
    （11/25） 

国内１３～１４例目 

国内１１例目 

国内１～８例目 

北海道紋別市 
・野鳥糞便 10/24） 

新潟県阿賀野市 
・環境試料(水)（11/16） 

・野鳥糞便（11/16） 

福岡県宗像市 
・肉用鶏 9.4 万羽

(11/25) 

国内９例目 

 鹿児島県出水市 
・環境試料（11/9,16,23）・野鳥糞便（11/5） 

新情報 

国内１２例目 

国内１０例目 

新情報 


